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司会：永沼先生、大辻先生、本日はよろしくお願いいたします。 
まず帝京科学大学の現状についてお伺いします。
▼帝京科学大学の歩みと現状
永沼：本学は今年で開設23年目になります。当初は１学部４学科
で定員480人の単科大学としてのスタ トーしました。
司会：どんな学科構成でしたか。
永沼：理工学部のもと、電子・情報科学科、物質工学科、経営工
学科、バイオサイエンス学科でした。
その後大きな改組を行い、現在では、生命環境学部、医療
科学部、こども学部の３学部11学科プラス総合教育セン
タ とーいう体制になっています。
大辻：キャンパスも千住、上野原、山梨市の３つになりました。
永沼：現在の学生数は4 ,050人ぐらいで、看護学科が完成年度
を迎えると4 , 300人ほどの学生数になります。23年間で
10倍近くに大きくなったということですね。
司会：では本学の学生の特徴についてお願いします。
▼学生の特徴とキャリア教育
大辻：生命環境学部には生物や自然が好きな学生が在籍していま
すし、こども学部には他大学と比べて男子学生が多いなと思
います。医療科学部の学生は、国家試験の合格を目指して
いるようです。全般的に素直でまじめな学生が多いですね。
永沼：確かにそうですね。それから、サークル活動が盛んですね。
大辻：千住と上野原で106を数えるサークルが認定され、その多
くがそれぞれの地域と交流をもち、連携に一役買っていま
す。地域のみなさんからお褒めの言葉をいただいています。
司会：キャリア（進路）に関してはどうですか。
大辻：なかなか方針が決まらないという点で千住と上野原の学生
は共通していますね。ただ、就職活動の必要性に気づかせて
あげないと、なかなか前に進めないという部分はありますね。
永沼：その点で、キャリアカウンセラーが非常に重要な位置を占
めていると感じています。こういうご時世ですと、２、３回で
内定を取れる学生なんてほとんどいないわけですよ。何回
か落っこちて、心が折れそうな学生が結構いる。そのときに
キャリアカウンセラーが果たす役割は大きく、その充実を
図ることをとおしてキャリア支援を図っています。
「キャリア支援」というと「就職支援」をイメー ジされるかも
しれませんが、ただ、就職のためだけに教育をし、ノウハウ
を教え、支援を行うのではなく、社会のなかでそれぞれの
役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための
力（＝自己実現）を学び、経験してほしいと考えています。
大辻：キャリア支援センターでは、自分の特性を知り、企業との
ミスマッチを防ぐために「キャリアデザイン」という授業や
職場体験（インターンシップ）、カウンセラーによる全員面
談などを行っています。その成果が出つつあります。
▼学生支援
司会：学生数も大幅に増加した現在、キャリアを含め、学生支援
も重要になってきますよね。
大辻：確かにさまざまなタイプの学生が入学しています。いろいろ
な不安を抱えた学生も多いようです。そのようななか、履修
方法、資格取得に必要な単位、留学などの教務関係や大
学生活への不安やつらさなどの心的問題に対応するため
に、助言教員制度※やカウンセリング、総合教育センターの
大辻 一也（おおつじ かずや） 学生部長
アニマルサイエンス学科長・教授・農学博士
対 談
キャリア支援の充実に向けて
── 永沼 学長補佐・教務部長　× 　大辻 学生部長 ──
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「なんでも相談制度」など学生のメンタルヘルスを重視した
相談制度がありますので、活用してほしいと思います。
永沼：大辻先生は助言教員制度で学生に寄り添った指導をなさ
れていますよね。
大辻：僕自身の事例で申し訳ありませんが、対象学生全員の面談
を始めています。なかなか自立できない学生を見てきました
が、突き放せば自立するかというと、そうじゃないのですよ
ね。永沼先生がおっしゃった「寄り添うように」という気持ち
と態度で接していかないと、今の学生はついてきてくれない
という結論に至ったわけです。この考え方は、キャリア教育
だけの話ではなくて、大学教育全体に言えるような気がし
ています。
そのような思いで全員面談をしています。時間はかかります
けれども、それなりに教員と学生との距離も縮まり、結構親
しく話せるようになったと思います。
いずれにせよ、もう少し助言教員制度を有効に使って、教
師と学生のコミュニケーションを良くすることで大学全体
が良くなっていくのではないか、あるいは支援が必要なとき
に誰か周りの教員が対応できるかなと思っています。
永沼：大学の使命として、社会との一定の関係が築ける経験と能
力、言い換えれば、社会的基礎力というものをきちんと身に
つけさせたいですね。例えば、卒業研究で、初めて自分が
考えて企画した研究を行うことができるわけですね。それ
でおもしろくなり、大学院へ進学して研究を続ける学生も
います。自分の可能性を見つけるという点では、大学院進
学も勧めたいと思います。ただ、いろいろなタイプの学生が
いますので、それぞれの特徴・個性にマッチした対応で、社
会人としてふさわしい人間を育てることが求められていると
感じています。
大辻：コミュニケーション能力がますます問われていますね。大
学のなかで学生同士、教職員と学生との交流と結びつきが
深まることによって、コミュニケーション能力の向上を図っ
ていくような仕組みづくりも今後の課題になろうかと考えて
います。
永沼：本学のキャッチフレーズでもある「いのちをまなぶキャンパ
ス」の意義を学生のみなさんと共有しながら、彼らの将来と
可能性を見据えたキャリア支援を全教職員で行っていこう
と思っています。
司会：本日はありがとうございました。
※　助言教員制度
専任の助教以上の教員が各人の学習、履修、将来の希望等問題の大小、種類を問わず学生の相談に応じます。日常的、個人的相談相手と
して教員と接する場を作ることによって、個人個人の学問上の成長を援け、共に人間形成を育むことを目的とします。
永沼 充（ながぬま みつる） 学長補佐兼教務部長
図書館長・教授・工学博士
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こんにちは！　環境問題研究会です。
私たちのサークルは平成22年4月に発
足し、上野原市内の環境汚染の現状を
地域の方や本学の教職員、学生に知っ
てもらうことを目指しています。本年
度の活動は11名で行っており、主に月
に1回上野原市内の数カ所で放射能を
測定し、また上野原キャンパス内と交
通量の多い中央自動車道付近で二酸
化窒素濃度も測定しています。測定結
果は科大祭などで展示や講演する他
に、放射能については上野原市役所ホー
ムページにも発表させて頂いています。
自ら測定して得たデータを基に環境の
健全さについてみんなで議論すること
により、風評に惑わされたりしない判
断力が身についてきていることを実感
しています。
自然の多い上野原市で過ごすのは大
学生活だけかもしれません。だからこ
そ他の地域にはないこの景観を守って
いくためにも、環境汚染の現状を正確
に把握したいという思いで日々の活動
に勤しんでいます。もちろんティータイ
ムを楽しむ時間もあります。興味ある
方はぜひ一緒に活動しましょう！！！
代表：池 値悠
（自然環境学科3年）
私たちはこねサークルは、神奈川県
にある児童養護施設に月に１回ボラン
ティアに行っています。
このサークルの１番の魅力･･･。それは、
子ども達のキラキラした笑顔が見られる
こと！！　帰るときには子ども達が施設
の外までお見送りをしてくれます。そこで
「また来てね！」と手を振りながら大きな
声で言われるだけで、どれだけ疲れてい
ても「また来るよ ！ー」と笑顔で叫んでし
まうのです。子ども達の笑顔には、来て
よかったな、次も絶対来よう！と思わせ
てくれる不思議な力があります。
また、施設に着いた時に「○○さんだ！」
というように声をかけられると、名前を
覚えていてくれたんだ！と、とても嬉しく
なりやる気が沸いてきます。小さいこと
ですが、この積み重ねが私たちの活動
の力の源になります。
活動内容は、子ども達と全力で遊ぶ！
その一言に尽きます。学生が全力で遊
んでいると子ども達もそれに応えてくれ
ます。他にも、学祭に招待したり、施設
でのクリスマス会に参加したりしています。
子ども達に、「人と関わることの楽しさ」
を感じてもらうことを目標に今後も子ど
も達と真摯に向き合い、共に成長してい
きたいと思います。
副代表：中田 明里
（アニマルサイエンス学科２年）
主に月に1回上野原市内の数カ所で放
射能を測定しています。
環境問題研究会  
（顧問：落合 鍾一）
はこねサークル
（顧問：花園 誠）
上野原キャンパス
上野原キャンパス
神奈川県にある児童養護施設に月に
１回ボランティアに行っています。
本学には現在、100を
超える課外活動団体
があり、それぞれが目
標を持ち、地域や学外
との連携を図りながら
独自の活動を展開
しています。今回
は、その第4弾
となります。
特　集
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こんにちは！！　私たち陸上サークル
は毎週水曜日に活動しています。
去年までの陸上サークルの人数は
10人以下で思うように活動できません
でした。しかし、陸上が好きで熱意の
ある一年生が入学したおかげで、私た
ちも刺激されより活動に力を入れるよう
になりました。
私たちの活動方針は「先輩後輩の壁
を作らず一本一本集中」。休憩の時など
は上下関係を作らず和気あいあいとし
ていますが、練習はしっかりと、メリハ
リをもって活動しています。
また、長期の休みを利用して合宿を
行います。他校との合同なので競争相
手が増え、より練習に力がはいります。
練習の力を発揮するために記録会にも
出場します。記録を伸ばすために、練
習は辛いですが、陸上サークルというチー
ム全員で乗り越え、1秒、1センチでも
更新出来るように努力しています。
陸上が好き、走るのが好きな方がい
ましたら私たちと一緒に陸上サークルを
盛り上げていきましょう。もしかしたら
一生付き合える仲間に出会えるかもし
れません。
 前代表：増岡 永祥
（東京理学療法学科1年）
私たちガンDASH村は発足3年目の
新しいサークルです。現在15人で活動
していて、活動場所は上野原キャンパ
スの体育館の裏にある畑です。主な活
動内容としては畑の雑草抜きや水やり、
最近では小屋やテ ブールの作成をして
います。たまに休日に集まってバーベ
キューもしています。このサークルをつ
くろうと思った理由は、上野原キャン
パスに通っている学生ならではのこと
をしたいと思ったからです。もちろん畑
などの農作業の知識もないし、経験も
ありませんでした。大学から借りてい
る土地も最初は地面が見えないほど雑
草が生えていて、とても畑なんてでき
ない感じでした。当分はメンバーのみ
んなで生えている雑草を抜く毎日でし
た。最近では畑で作物を作ることもで
きるようになり、実家が農家というメ
ンバーのアドバイスを聞きながら野菜
を作っています。私たちの畑の周りで
畑をやってらっしゃる方達も声をかけて
くださるようになり、和気あいあいと
活動しています。将来の目標は収穫し
た野菜でバーベキューをし、収穫量を
増やして、上野原市内で販売し、多く
の方に味わってもらえたらなと思ってい
ます。
代表：清水 臨太郎
（自然環境学科3年）
東京工芸大学との合同合宿。和やかに行われました。
休日に集まってバーベキュー もしたりしています。
ガンDASH村
（顧問：和田 龍一）
陸上サークル
（顧問：大石 徹）
上野原キャンパス
千住キャンパス
最近では小屋やテ ブールの作成をしています。
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「統計モデリング」が私の研究テーマの一つです。
統計モデルとは、
・観察によって数値化（データ化）された現象を説明するために作られる。
・確率の分布が、基本となるツールであり、これによりデータのバラツキを表現する。
・データがモデルに対する当てはまりの良さを定量的に評価できる。
という特徴をもつ数理モデル（数式のモデル）です。統計モデルを作り、データを当てはめてみることによって、さ
まざまな現象を理解することができます。その方法論の理学療法分野への応用ももちろん可能です。妥当なデータ
を収集できれば、さまざまな疾患、病期別の理学療法の効果も定量的に評価したいと考えています。
世界中から関連分野の人たちが集まって来る国際学会では、参加するだけ
で最先端の研究情報が得られます。けれども、実際に参加して発表する場
合、知らない場所で一日中英語ですから、国内学会と比べればその緊張度
は格別です。筆者は６月末にフランスのリールで開かれたヨーロッパ動物細
胞工学会に参加して、「組換え動物細胞を用いてある種の医薬品を生産する
場合、培養温度を段階的に変えることにより画期的に生産量を上げることが
できること」について発表してきました。一部の研究者からは絶賛されましたが、
別の研究者からはかなり手厳しい批判を受けました。国内学会ではなかなか
聞けないストレートな意見が聞けることも国際学会の良いところです。
自然環境学科長　　教授　釘田 強志
東京理学療法学科　　講師　松葉 潤治
生命科学科　　教授　松岡 浩
「緑の化学」の実現をめざして
統計モデリング
国際学会の楽しみ
?????
???????
?????????
???
??????
????
??????
???
研究発表のポスター の前で
先日、教室から｢次は、緑の化学だ｣という学生の話し声が聞こえ
てきました。私が担当している｢グリ ンーケミストリ ｣ーの講義のこと
です。「グリ ンーケミストリー」ってご存じですか？　1995年頃からア
メリカで使われはじめた、化学のある体系を表現する言葉です。一
般に｢環境にやさしい化学合成｣と言い換えられたりもします。確かに、
｢Green｣や｢緑｣から、きれいな自然環境をイメージしますよね。人に
有益な化学製品を今後も利用するために、環境への負担が少ない新
しい方法で製造する、その実現の鍵を握るのが触媒です。｢Greenな化学合成プロセス実現のための新規触媒開発｣、
これが私の研究テーマです。
教員の活動報告
Teacher's Activity Report
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近年、学校を核にした新しいかたちの地域教育が台頭しつつあります。ここで
は小学校区単位で活動する、ある地域の事例を紹介します。この地域では、生
涯学習の場として学校の一部を地域住民に開放しています。ここでの大人たち
の活動は音楽やスポーツ、パソコン、工作、演劇とさまざまです。また、この活動はあくまで地域住民の生涯学習であり、
子どもたちに教えようとおこなっているものではありません。しかし、身近にさまざまな活動を楽しむ大人がいるという
ことは、子どもたちの好奇心をかきたてるとともに、多様な地域の大人と子どもとのつながりづくりに一役かっています。
人は他者との関わりの中で自我を形づくります。そのように考えると、保護者や学校・習い事の先生としか関わらな
い子どもの自我形成と、それに加えて、いろいろな職種、そして多様な価値観の大人と関わる子どもの自我形成は、異
なることが推測されます。
子どもの育ちにとってよい環境とはどんなものなのか。これを私の研究室では教育社会学的観点から調査を進めると
ともに、将来多くが子どもと関わる職に就くだろう本学科の学生たちと共に考えていきたいと思っています。
2010年４月より本学に勤務しています。それまでは、中学校教諭でし
た。中学校では非行・いじめ・不登校など学校生活に苦戦する生徒に対
して、教師、保護者、スクールカウンセラーによるチームでの援助を行っ
ていました。中学校教員時代には、学校行事は生徒の成長に寄与すると
の体験をベースにした研究を行い、最近、著書『学校行事の学校心理学』
にまとめることができました。自分の仕事に役立つ研究を行いたいとい
う信念があるため、現在は、中学生ではなく、大学生の自己形成について実践および研究を行っています。大
学生の職業的意識と自己意識を統合して考える「なりたい自分」の課題を実践しながら、大学生の自己形成につ
いて、彼らのモチベーションや活動の意味づけを高めることの意味・効果を検討しています。
同じ食材を使用しても中華料理、西洋料理、日本料理などさまざま
な調理法があります。無論、料理と治療を一緒にする訳にはいきませんが、
ケガをした人を治す方法にもいろいろな見立てと方法があります。
柔道整復術は、中国や西洋の流れを汲みながら日本で発展してきた
処置法です。
柔道整復術は、解剖学や生理学の基礎医学をもとに、手術を用いな
いで、患者さんの自然治癒力を活かす処置法です。この日本で発展し
てきた伝承医学に経験則、近代医学の正流を加え、根拠に基づいた科
学的見地から解明することを研究テーマとしております。
こども学科　　助教　鳥越 ゆい子
総合教育センター　　教授　樽木 靖夫
東京柔道整復学科　　准教授　市毛 雅之
中学生への援助から大学生への援助へ
日本育ちの柔道整復術
課題「なりたい自分」の実践風景
子どもの育ちにとってよい環境とは
手術を用いないで自然治癒力を活かす処置法
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私が臨床現場の中で特に取り組んできたことは運動機器や測
定機器の開発でした。今回その一つとして「Toe-Heelペダル運
動器」を紹介します。
この運動機器は、下肢全体の筋力強化練習を目的として開発
しました。この機器の特徴は、足部で踏み込む板の土踏まず部
分がないということです。また、この機器には「膝関節の固有感
覚の強化」という特筆すべき効果もあります。固有感覚というのは、
膝の曲がり具合いや伸び具合を感知する感覚のことです。ヒトは
歩く時に無意識に道路や階段の状況に合わせて膝や足の曲げ具合を決定して即座に対応していますが、この関節の固
有感覚の低下によって転倒や躓きが起こりやすくなります。そのような危険を防ぐための運動装置ということになります。
私は、平成24年４月の看護学科開設とともに赴任いたしました。
小児看護学を担当する中で、学生が患児のニーズを把握し援助が
可能になるには、教員のどのようなかかわり方が効果的なのかを研
究テーマとしています。また、学習者の特性により効果的な教育方
法や訓練方法が異なるという点に注目し、学生に応じて教育方法・
学習方法の最適化を図ることを目標としてきました。
看護学科は、開設２年目を迎え、２学年176名となりました。
176名全員が、希望の光源と輝く一人一人に成長し巣立ちゆくこと
を願い、清新の心で次代を担う後継の人材を育ててまいります。
「特別支援教育」をご存知ですか。「特殊教育」に変わり平成
19年度から実施されている、配慮の必要な児童生徒に対する
学習や生活を中心とした支援のことです。
「配慮の必要」な対象児は、生活や学習する上でさまざまな
困難のある児童生徒です。漢字は読めるが書くことが困難、飲
食するのは鮭フレークを混ぜたご飯と麦茶だけ、母親から毎日
しかられたこと等が原因で女性をひどく嫌がる、等が例です。「鮭
フレークご飯」しか食べられない児童へは、給食のおかずを少
量ずつ見せて徐々ににおいや色に慣れさせ、その後、「おかずを一口食べられたら鮭ご飯を食べる」とルールを作って
給食が食べられるようにする、等のアドバイスを、月に数回学校へ伺って行っています。また、通常学級における特
別支援教育が円滑に行えるよう、年に数回研修会を開催しています。
看護学科　　准教授　岡村 千鶴
理学療法学科　　教授　昇 寛
児童教育学科　　准教授　石橋 裕子
Toe-Heelペダル運動器の紹介
希望の光源と輝く人材の育成
配慮の必要な児童への支援
対象児が授業を受ける様子
看護学科の学生が
主に学ぶ２号館
Toe-Heelペダル運動器
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動物医療従事者の教育現場では動物達の協力がなくては成り立ちま
せん。しかし動物の扱い方は実践でしか学ぶことが出来ず、協力する
動物達は多大なストレスを受けることになります。そこで動物看護師と
動物看護学に向き合ってきた本研究室では、獣医医療における動物達
に替わるシミュレーション教材として、例えば、聴診器と装置を正確に
装着することで心電図を測定できる人形を開発し、実際に教育で使用
しています。この他、点滴業務、褥
じょく
瘡
そう
※等のモデルも開発・実践して
います。このような取り組みは、動物看護師教育に役立つだけでなく、
教材のテーマによっては、他分野の教育・学習モデルとして一般の方々
にも提供が可能になります。これは生物学の教育・学習においても意
味をもつ挑戦になると考えています。 ※床
とこ
ずれ
歴史上の傑出した人物について、その生活歴や現病歴をたどり、彼らの後世にまで残る業績が生
まれる秘密や、精神的特徴との関連を研究する分野を、病跡学といいます。ところで、天才の狂気と
作品の関係には、「狂気のおかげで創造できた」、「狂気になる代わりに創造した」、などが考えられます。
両親が甲州出身の樋口一葉は、明治の最初の女流職業作家ですが、若くして当主となり、家族
を養うために、小説を書く傍ら雑貨屋を営むなどして、実生活では多くの労苦を背負った人でした。
ある男性への思慕がかなわぬ直後には、彼女の強靱な精神力はその悲しみのエネルギーを小説に結実させ、いわば「う
つ病を発病する代わりに創造」しています。また、一葉は頑固な片頭痛もちであったことが知られていますが、片頭痛を
示す人のなかには、稀に、大きさや距離の錯覚症状が出る場合があり、一葉が体験したであろうと思われるそのような記
述が、『にごりえ』のお力
りき
に託されて書かれています。
一葉は100年以上も昔の人で、今に伝わる評伝は多くはありませんが、その精神内界はとてつもなく豊穣であったこと
がうかがえます。このような病跡学の研究には、天才に対する単なる興味だけではなく、大いなる尊敬の念も必要なのです。
平成23年に本学に赴任し、その年の春の叙勲で教育功労者表彰（瑞宝単光章）を受賞
しました。45年間、教育研究に携ってこられたことを誇りに思います。
最近思うことは、学生の科学離れが目立ち、若手研究者の減少がNature誌に報じられ、
海外からの留学生は以前の1/3に減っているという状況です。さらに、GDPは中国に抜か
れ3位、学術論文数でも減少が指摘されています。原因は多岐にわたると思いますが、日本
人が持ち続けてきた国造り、誇り、高揚感がなくなりつつあるのではないでしょうか?資源の貧しい日本は科学技術
立国でなければ衰退の一途をたどります。改めて、学術に携わる者として、サイエンスに力を注ぎ、環境作りに専念
していきたいと考えています。
アニマルサイエンス学科　　教授　櫻井 富士朗
作業療法学科　　教授　鈴木 幹夫
柔道整復学科長　　教授　安藤 博文
動物医療シミュレーション教材の開発
山梨ゆかりの樋口一葉　―病跡学について―
サイエンス（Sciences）
聴診・心電図モデル心電図検査中の様子
聴診時の様子
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